
介護サービス見込量等の推計方法について 
 

１ サービス見込量、介護保険料の推計の流れ 

 

介護保険料は、厚生労働省から提供された介護保険事業計画用ワークシート（計算シート）に第５期

の実績等を入力することにより算定する。ワークシートを活用し、団塊の世代が後期高齢者となる平成

37年に向けた長期的な将来推計が可能である。 

 

 Ａ：高齢者人口（第 1号被保険者数）  

 

 

 Ｂ：要支援・要介護認定者数   

 

 

 Ｃ：各サービスの利用者数   

 

 

 

 

 Ｄ：各サービスの見込量   

 

 

 Ｅ：保険給付費等の見込み   
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 Ｆ：第 1号被保険者の負担額   

 

 

 

 Ｇ：保険料収納必要額   

 

 

 

 Ｈ：第 1号被保険者全体の賦課額   

 

 

 

 １人あたり保険料額（基準額）  

２ 本市の介護保険料（基準額の月額）等の状況 

 

 

 

                     １００円（＋３．３％） 

 

 

 

                     ６８０円（＋２１．９％） 

 

 

 

                     １９５円（＋５．２％） 

 

 

 

                     ９１２円（＋２２．９％） 

 

 

 

 

 平成１２年度 平成２５年度 伸び率 

第１号被保険者数 113,294人 220,588人 １．９倍 

認定者数 10,661人 33,318人 ３．１倍 

給付費 13,103百万円 49,311百万円 ３．８倍 

保険料（基準額の月額） 3,000円 4,887円 １．６倍 

 

第１期（平成１２～１４年度）  ３，０００円 

第２期（平成１５～１７年度）  ３，１００円 

第３期（平成１８～２０年度）  ３，７８０円 

第４期（平成２１～２３年度）  ３，９７５円 

第５期（平成２４～２６年度）  ４，８８７円 

政策企画課の推計値。26年度は実績値（各年度９月末）

Ｅ×第 1号保険料負担割合

第５期の実績（H24→26）をもとに算定した推計値。26年
度は実績値（各年度９月末）

第５期の実績（H25→26）をもとに算定した推計値 
 

※施設・居住系、地域密着： 
第５期の未整備分を含め、第６期の整備計画をもとに推計 

 
※居 宅：第５期の実績をもとに推計 

第５期の実績（H25→26）をもとに算定した推計値 
 
Ｃ×１人１月当たりの利用回数・日数 

第５期の実績（H26）をもとに算定した推計値。26年度は見込
み値 
 
Ｄ×１回・１日当たりの給付費 

Ｆ＋償還金－交付金 
 

（財政安定化基金償還金、介護給付費準備基金取崩し等）

Ｇ÷保険料収納率（見込）

Ｈ÷第 1号被保険者数（負担割合で補正後）

資料４ 別紙２ 


